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考古学の方法を生かした歴史授業構成の研究一機能・用途論と分布論を手がかりに－








































































































































Ⅱ 日常的経験に基づく推論（解釈）…………生徒1,  2, 3




































































・畿内を中 心 に全国 に分 布。
・北九州,山陰,北 関東 地方 に
多 く分布。








・ 各地の分布の集中し た所 に
は有力 豪 族が いて, 地域 を
治めていた。





































































































































































































































































































Ⅲ 科学的分宿 諜 からの検証「次の資料から何に使われたと半撕 できるか
Ｏ
」
3　 解呎の吟味　 「E やＦからはＣ ’とＤ ’のどちらと判断できるか。」
3-① 出土状況からの検証 ・ＥはＣ ’に適合するが Ｄ ’には適合しない。
3-② 自蟒 桴 的分析結果 ・Ｆ はＣ ’に適合する叭 Ｄ ’には適合しない
Ｏ
からの検証
４ 解 咒の決定　　　　 「Ａの科 学的分析から半撕 できることC炯 圦 」
4-① 攤l ・用途の確定　 ０ＡはCI として使われたと判 折できる。








































ｎ 考古資料の鵤釈 ２ 資料の機能･ 用途を解釈する｡…② 考古資料
↓
Ⅲ 分布の解釈　 ３ 分布の特徴を解釈する。
③ 参考資料
イ　 資 料 の 機 能 ・ 用 途 の 解 釈 に対 応 し た 分 布 の 解 釈
分 布 論 で は 分 布 状 況 の 特 徴 を 解 釈 す る 根 拠 と し て ，
資 料 の機 能 ・ 用 途 の解 釈 が 設 定 さ れ る。 も し， そ の設
定 を 曖 昧 な ま ま解 釈 す る と， 分 布 状 況 に 根拠 を 伴 わ な
い 特 別 な 解 釈 を 与 え て し ま う こ と に な っ て し ま う。 そ
こで は， 「こ の考 古 資 料 は こ の歴 史 事 象 の物 的 証 拠 で
あ る」 と す る 前 提 か ら 歴史 事 象 を 解 釈 す るこ とに な り，
固 定 的 な先 入 観 で 考 古 資 料 を 位 置付 け る こ と に な る 。
こ の よ う に， 機 能 ・ 用途 論 を 伴 わ な い 分 布 論 は 科 学
的 な 解 釈 を 導 く こ とが で き な い の で あ る 。 分 布 論 は，
機 能 ・ 用途 の 解 釈 を 改 作 の 根 拠 と し て お り， 決 して 両
者 は掛 け離 れ た 別 個 の 推 論 の方 法 で はな く， 大 きな 推
論 を 構 成 す る ２つ の部 分 な ので あ る 。
ウ　 巨 視 的 ・ 微 視 的 視 点 か ら の歴 史 事 象 の解 釈
分 布 図 の 分 析 方 法 に は ２ つ の視 点 が 設 定 さ れ， そ の
解 釈 に は性 格 の 違 う歴 史 事 象 が 設 定 さ れ る 。 例 え ば ，
巨 視 的 視 点 で特 徴 を 抽 出 す る と ， 分 布 の 範 囲 が 確 認 で
き る が ， そ の範 囲 は資 料 の 背 景 にあ る歴 史 事 象 が 共 通
的 に 見 られ た こ と を 示 して い る 。 つ ま り， 分 布 状 況 を
巨 視 的 視 点 か ら 捉 え る こ と で， 考 古 資 料 か ら解 釈 し た
歴 史 事 象 が ど の 範 囲 に適 用 で き るか が わ か る
Ｏ
ま た 一 方 ， 微 視 的 に範 囲 内 に 視 点 を 移 せ ば ， 分 布 に
粗 密 な 状 況 を 確 認 す る こ と が で き る， そ れ は歴 史 事 象
に 意 図 的 な 違 い が あ る こ と を 示 して い る 。 つ ま り， 分
布 状況 を 微 視 的 視 点 か ら解 釈 す る こ と で ， 分 布 の 粗 密
の 原 因 とな っ た 歴 史 事 象 を 因果 関 係 的 に 解 釈 す る こ と
が で き る。
以 上 の よ う に， 分 布 論 は機 能 ・用 途 論 か ら解 釈 さ れ
た人 間 の 活 動 を 空 間 的 ， 時 間 的 視 点 で適 用 す る役 割 を
果 た す と と も に， 考 古 資 料 の 分 布 の粗 密 を 促 し た人 の
意 図 的 な 活 動 を 原 因 と し て 解 明 す る役 割 を 果 た す の で
あ る。
③　 分 布 論 に基 づ く授 業 過 程
分 布 論 の 方 法 を 踏 ま え る と， 次 の よ う な 授 業 過 程 が
求 め ら れ る 。
分布論を導く問い　 『な弑 Ａはこのような分布状況になるの圦 』
ｔ
―  51
１　分布図の分析　　「Ａの分布図を分析して気づくことは何か。」
1-①巨視的胎助ヽらの抽出　　・ＡはBのように分布している，
1-②微覘的視勲ヽらの抽出　　・ＡはＣのように分布している，
ｔ
皿資料の機能・用途の解呎　ＯＡはＤとして使われたと考えられる。
↓
Ⅲ分布状況の解呎　「な罵Ａはこのような分布状況になるのか。」
3-①巨遡的視点からの解釈　○ＡはＤとして使われたので,Ｂという分布
ばＥという歴史事象を示すと考えられるO
3-②微視的罠劬・らの解釈　０ＡはＤとして使われたので，Ｃという分
布はＦという歴史事象を示すと考えられる。
※皿の問いと認識は機能・用選侖と同じであるＯ
（4）他の考古学的方法との関連
機能・用途論と分布論による歴史事象の解釈は，基
礎的な探求部分である機能
・用途の解釈が覆れば，歴
史事象の解釈も覆るという仮説性の依然高いものであ
る。
従って
，ある特定の考古資料から機能・用途論と分布
論を通して歴史事象を解釈する方法だけでは科学性において不十分なのである。そこには別の解釈法が必要
となる。
考古学研究では
，これを解釈する方法として，数種
の考古資料の機能・用途論と分布論の解釈内容を照合
し
，一致させることによって，解釈した歴史事象の科
学性を高めていくという方法をとる。これが「帰納的
解釈法」である。
しかし
，腐りやすい有機質の資料を対象としなけれ
ばならない主題や時期には
，例証を増やして行くとい
う帰納的解釈法には限界かおる
。その限界を補うため
には
，主として民族学や人類学の研究成果を仮説とし
て設定し
，将来的に出土資料の出現を待ち，位置付け
て行くという方法をとる。これが「演繹的解釈法」で
ある。
これらの解釈法による具体的事例や探求過程モデル化については紙数の都合で割愛する。13）
４　結　び
考古学の機能・用途論や分布論に見られる探求過程
モデルは考古資料から歴史事象を解釈させようとする
授業過程の原則として
，また，授業設計の視点して
有用性がある
。特に，資料の分析と解釈を通して歴史
事象を解釈する探求過程は科学的な推論活動を設定す
る上で
，有効だと思われる。
また
，授業過程が科学的な探求過程に則っているか
どうかを授業分析する際の分析視点としての有用性も
高い。
今後は
，この探求過程モデルを使って，より多くの
授業事例を分析するとともに
，探求過程モデルに基づ
く授業を実施し，汎用性のあるモデルとしていきたい。
〈注〉
１）西川　宏「学校教育と考古学
」『岩波講座　日本
考古学６現代と考古学』岩波書店1986 pp.177～
191
2）安井俊夫「土器
，矢ジリ，土偶」『子供と学ぶ歴
史の授業』地歴社1985 pp.14
～28
3）田島国明「国が整って来た時代」『教育科学社
会科教育』明治図書1975-6 ＰＰ.79～85
4）安井俊夫　前掲書pp. 19
～21
5）浜田耕作『通論考古学』大鐙閣1922 pp.35～36
6）菊地徹夫「総論一考古学研究」『考古学調査研究
ハンドフックス３　研究方法』雄山閣出版1985 p.5
7）斎藤　孝「日本考古学史
」吉川弘文館1974
8）①から②は段階的なものではなく
，並列的なもの
である
。対象となる資料に関する研究レベルによっ
て選択される方法・内容は異なるＯ例えば，資料が
石器などの遺物の場合は①から③までの方法がとら
れているが
，遺構や遺跡の機能・用途では①と②の
方法が中心となり
，③はほとんどなされていない。
９）岡村道雄「機能論」『岩波講座日本考古学』岩波
書店1985 pp.185～187,藤本　強「技法と機能」
『日本の旧石器文化　５』雄山閣出版1976等を参照
。
10）横山浩一「型式論」『岩波講座　日本考古学1研
究の方法』岩波書店1985 pp.45～47
1D岡本道雄「機能論」同上書　pp.166～ 7
12）小野山節「資料論」同上書　p.32
13）川上周二『考古学の方法を生かした歴史授業構成
の研究一中学校社会科歴史的分野「古代の日本」を
事例としてー』兵庫教育大学大学院修士課程学位論文1993 pp.98～114を参照されたい。
― 52 ―
